
「土木鋼構造用塗膜剥離剤技術」 技術比較表の追加公表について

○ この技術比較表は、「公共工事等における新技術活用スキーム」テーマ設定型（技術公募）を活用し、平成29年度に公募を実施し、平成31年3月に公

表した「土木鋼構造用塗膜剥離剤技術」技術比較表（10技術）について、令和5年度において追加公募を行ったものである。

 応募があった7技術のうち、選定結果取り消し申請のあった4技術を除いた3技術の現場実証結果を追加している。 

○ 2枚の技術比較表で構成されており、1枚目が令和5年度追加公募を行った3技術の現場実証結果を記載した技術比較表、2枚目が平成29年度当初公募に

より公開された10技術の技術比較表となっている。

○ 試験継続中の評価項目もあるため、「暫定版」としている。

○ 技術比較表に記載している概算標準施工費は、開発者からの見積であり剥離後の処分費及び運搬費は含んでいない。剥離剤の塗布回数は処分費に影響

するため、選定にあたっては留意すること。

○ 過去に、土木鋼構造用塗膜剥離剤による塗膜除去作業中に火災が発生し、重大な事故につながった事例がある。これを踏まえ、土木鋼構造用塗膜剥離

剤を用いて塗膜の剥離作業を行う際には、火災安全性の確保に十分留意すること。

○ 促進暴露耐久性試験（D-1）は、早期に耐久性を確認するため人工的な過酷環境で実施した暫定評価であり、この試験で要求水準をクリアした技術は

「○」としている。要求水準をクリアしなかった場合、当該試験方法では塗替え塗膜の耐久性・防食性について暫定的な評価ができないため、屋外暴

露耐久性試験（D-2）の結果に基づいて評価を行うことになる。

○ 技術比較表にて設定されている性能評価項目、性能評価指標、要求水準、およびその現場実証結果については、各技術比較表掲載技術を公募した当時

の情報に基づくものである。掲載技術の活用検討の際は、閲覧者にて当該技術の性能を開発者へ確認すること。

別紙－１

○土木鋼構造用塗膜剥離剤技術とは
鋼道路橋の塗替え塗装工事等において、溶解・膨潤・軟化等の
化学的作用により、粉じんや騒音を発生させずに、既存の塗膜を
除去する技術です。

【修正】令和８年６月２３日
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